
平成１９年度 大気環境中のアスベスト濃度調査結果について 

県内の大気環境中のアスベスト濃度を把握するため、平成１７年度から調査を実施して

います。 
平成１９年度の調査結果の概要については次のとおりです。 
 

１ 測定結果 
平成１９年７月～８月（夏期）及び１１月～１２月（冬期）において県内７箇所におけ

る大気中のアスベスト濃度を調査した結果は下表のとおり ND～0.11 本／㍑未満でありま
した。 
  大気環境中のアスベスト濃度の環境基準は定められておりませんが、大気汚染防止法に
よるアスベスト製品製造工場等の敷地境界基準の 10本／㍑と比較しても 1/100以下と非常
に低い値となっております。 

表 アスベスト環境調査結果 

濃度（本／L） 
測定場所 

夏期  冬期  

甲府市 丸の内１丁目 ND 0.065未満 

甲府市 富士見１丁目 0.099  0.087 

富士吉田市 上吉田１丁目 0.069未満 ND 

大月市 大月町花咲 0.11未満  0.067未満 

韮崎市 本町４丁目 0.10 0.068未満 

甲州市 塩山上塩後 0.11未満 ND  

市川三郷町 高田  0.07未満 ND  

 
＊ 各地点の石綿濃度の評価に当たっては、アスベストモニタリングマニュアル（第３版）（平

成１９年５月・環境省水・大気環境局大気環境課）に基づき、各地点で３日間（４時間×３
回）測定して得られた個々の測定値を地点ごとに幾何平均し、その値を当該地点の石綿濃度

としています。１回でも不検出であった場合「計数した視野で１本の繊維が計数された」と

仮定して算出した値に「未満」を付けて記載しています。全て不検出であった場合はＮＤと

記載しています。 
＊ 測定場所：幹線道路沿線、住宅地域等を代表する大気環境測定局及びアスベスト使用履歴の

あった工場周辺 


